
はじめに

マサバは我が国周辺で最も重要な浮魚資源のひとつであ
り，薩南から道東に分布する太平洋系群と東シナ海から日
本海北部に分布する対馬暖流系群に大別されている（水産
庁・水産総合研究センター，2007）．このうち太平洋系群
は 1970年代に豊漁期となり，1978年には推定資源量が約
470万 t，漁獲量は約 150万 tでピークとなるなど，マイワ
シに次ぐ資源増大のポテンシャルをもつことが知られる．
同系群の漁業生物学的な研究は 1960年代から 1970年代に

盛んに行われ，成熟，産卵，卵の輸送，初期減耗，成長，
回遊といった資源生態に関する基礎的な知見が多く集積さ
れた（たとえば渡部，1970;  宇佐美，1973;  友定，1985）．
1980年代に入り同系群の資源量は減少，漁獲量は長らく
低迷している（水産庁・水産総合研究センター，2007）．
このような状況の中，水産庁は 1997年から同系群を対象
にTACによる漁獲管理，2003年からは資源回復計画によ
る産卵親魚量の増大を目指している．
伊豆諸島海域はマサバ太平洋系群の一大産卵場であり，

1月から 6月にかけて当該海域へ産卵回遊する親魚を対象
に操業する漁法に「さばたもすくい網漁」がある（安原・
鈴木，1981）．1979年には一都三県で 18万 tのマサバを漁
獲したが，資源の減少にともない漁獲量は減少した．1990

年代以降はマサバに代わって増加したゴマサバが漁獲対象
となったが（岡部ほか，2005），近年，2004年級群の卓越
発生により，久しぶりにマサバ主体の漁場形成が見られた
（岡部ほか，2008）．宇佐美 (1973) は，関東近海のマサバ
集群の環境条件として，黒潮内側域であること，マサバの
遊泳層の水温が 15�20°Cの範囲にあること，産卵盛期の
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集群密度が最も高くなることなどを示した．また，中村
(1981) は，黒潮流軸位置の時空的変動から，初漁期にマサ
バ漁場が形成される海域の予測が可能であり，マサバの主
漁場は，主に黒潮変動に起因する水塊の交替に伴う急激な
環境変化が引き金になって移動するとした．これらの知見
は，マサバが伊豆諸島海域で集群し，漁獲される条件を示
唆するが，黒潮の流路変動がどのようにマサバの移動を引
き起こすか，成熟度の進行が魚群移動にどう影響するのか
などについては十分検討されておらず，漁期中盤から後半
の漁況予測の精度は必ずしも高くなかった．
そこで本研究では，伊豆諸島海域でのマサバ標識放流調

査から漁場間移動の経路に関する情報が得られた 1990年
漁期に注目し，日別漁場別漁獲量の変化から，マサバの集
群や移動があった海域と時期を特定した．さらに，標識魚
の再捕報告から移動経路を推定し，そのときの海況とマサ
バの成熟度をあわせて検討することにより，伊豆諸島海域
でのマサバの集群や漁場間移動に海況変動およびマサバの
成熟度がどのように関わっているのかを明らかにし，漁況
予測の精度向上に資することを目的とした．

材料と方法

1990年のさばたもすくい漁期の漁海況経過
伊豆諸島海域では，1月ごろから産卵のため南下回遊して

きたマサバは，大室出し，利島周辺，高瀬，ひょうたん瀬，
銭洲，三宅島北沖などの水深100�200 mの瀬に集群し，さ
ばたもすくい網漁業の漁場になる (Fig. 1)．

1990年漁期に千葉県，東京都，神奈川県，静岡県の水
産試験場が共同で行ったさばたもすくい網漁の標本船調査
から，日別の漁場位置，漁場の表層水温，1人の漁労従事
者による1夜あたりのマサバの漁獲量 (CPUE) のデータを
得た．ある漁場で500 kg・人�1・夜�1を超える漁があった
場合をマサバ集群の目安とし，その後漁獲量の下降が見ら
れた場合をその漁場からの移動の目安とした．また，同漁
期に発行された一都三県漁海況速報（一都三県水産試験場，
1991）から，伊豆諸島周辺海域の黒潮の流路変動に伴う海
況変化を把握した．得られた一連のデータと海況情報を基
に，当該漁期中におけるマサバの集群および移動と海況と
の関係について検討した．
1990年に伊豆諸島海域で実施されたマサバの標識放流調
査

一都三県水産試験場は 1990年 2月 23日に各都県調査船に
より伊豆諸島海域の代表的なマサバ漁場の一つであるひょ
うたん瀬で，さばたもすくい網漁船は 3月 10日，28日に
ひょうたん瀬，3月 10�20日に三宅島，3月 25日に銭洲の
北東に位置する渡り瀬でマサバの標識放流を実施した（石
井ほか，1991；Table 1）．同時期に行われた標識放流のう
ち，再捕報告がないものは本研究の解析から除外した．漁
獲したマサバの背鰭基部にアンカータグを装着し，直ちに
放流したが，調査船放流魚のうち170尾については尾叉長
を測定してから標識を装着しており，その範囲は
27�39 cm，モードは 34�35 cmと，30 cmを超える成魚が
主体だった（石井ほか，1991）．放流後，漁船や調査船が
標識魚を再捕した日時，漁場，標識の情報を収集し，各調
査実施時の標識の色および刻印と照合して，放流魚の移動
状況を把握した．
1990年漁期の伊豆諸島海域におけるマサバの成熟過程
渡部 (1970) は，産卵盛期に房総から伊豆諸島海域で得ら
れたマサバ卵巣卵の径を観察し，尾叉長29 cm以上を成魚
とした．宇佐美 (1973) は，尾叉長30 cm以下では同一産卵
期内に連続して成熟進行する可能性が低いことから，
30 cm以上を成魚とした．これらのことから，1990年 1月
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Figure 1. Location of major six fishing grounds of dip net, tar-
geting Scomber japonicus, around Izu Islands.

Table 1. Number of tagged and released Scomber japonicus in
each fishing ground.

Date No.of ind. Fishing ground

1990.2.23 1079 Hyoutanse
1990.3.10–20 380 Miyakejima
1990.3.10, 28 167 Hyoutanse
1990.3.25 139 Watarise



から6月に伊豆諸島海域を中心とする関東近海で得られた
マサバのうち，尾叉長30 cmを超える個体を成魚と判断し，
生殖腺重量と尾叉長を測定し，漁獲日別雌雄別に生殖腺熟
度指数KG（KG�104�生殖腺重量 (g) ·尾叉長 (cm)�3）を
算出した．宇佐美 (1969a) はKGと成熟段階の関係を整理
し，KGの階層別出現率を基準にマサバの成熟段階と産卵
期を推定する基準を提唱した．宇佐美 (1969a) はKG2�5

の個体の割合が 50%を超え，KG5以上の個体の割合が
50%に達するまでの期間を成熟中期と産卵初期に分けた．
本研究では，この時期のマサバの成熟は進行が早く，2つ
の区分の境界が明瞭でないことからこれを併合し，産卵期
の前段階である中熟期とした成熟度判定基準に基づき，当
該海域におけるマサバの成熟および産卵の過程を推定し
た．
また，放流群の成熟度を判定するため，2月23日の標識

放流時に漁獲されたマサバ 66尾を持ち帰り，測定した尾

叉長と生殖腺重量から雌雄別に生殖腺熟度指数を算出した
（石井ほか，1991）．これらの結果と漁海況経過および標識
放流調査の結果から，海況変動とともに，マサバの成熟度
の変化が漁場間移動にどのように影響したかを検討した．

結　果

1990年漁期の漁海況経過
1990年漁期当初（1月）の黒潮流路は，遠州灘沖 31°30�N

付近まで南下する大蛇行型であったが，2月上旬にはその
北上部が三宅島東沖を北東へ流れるパターンから，黒潮流
路が徐々に接岸し，3月下旬には三宅島付近，4月上・中
旬には銭洲海域まで接近した (Fig. 2)．

Fig. 3に1990年漁期に神奈川県が実施した標本船調査か
ら得られた漁場ごとの水温と漁労従事者 1人の 1夜当たり
の漁獲量 (CPUE) の変化を示す．1月中旬に漁場となった
ひょうたん瀬は17°C台の黒潮系暖水が波及したが，2月上
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Figure 2. Maps showing representative distribution of sea surface temperature (SST) and Kuroshio axis around Izu
Islands from early-February to mid-April in 1990.



旬に暖水はやや後退し16°C台前半まで下降した．3月中旬
には再び黒潮系暖水の勢力が強まり，19°C台の暖水が波
及した．この間の CPUEの動きを見ると，2月上旬には
500 kg・人�1・夜�1を越える漁があったが，3月中旬には
19°C台の暖水波及にともない漁獲量は減少した．その後
漁場となった三宅島付近では18°C台，渡り瀬は19°C台か
ら 20°C台の暖水が波及し，これにともない両漁場とも漁
獲量は減少，3月下旬には漁場は形成されなくなった．4

月上旬から漁場となった利島周辺海域は 19°C�20°C台の
暖水が波及し，4月中・下旬には500 kg・人�1・夜�1を超
える漁が見られた．5月上旬から再び主漁場となった大室
出しは 18°C台前半，6月上旬には 20°C以上の暖水が波及
したが，この漁場でも 500 kg・人�1・夜�1を超える漁は
20°C以下のときに見られた．水温 22.3°Cで 129.4 kg・
人�1・夜�1と漁獲が低迷した 6月 12日，当該漁期のマサ
バを対象とする操業は終了した．
標識放流調査

2月 23日にひょうたん瀬で標識放流した 1079尾のマサバ
は，3月 11日までに放流場所付近で 66尾，3月 18日に三
宅島で2尾，3月25日と26日に渡り瀬で各1尾，4月1日と
3日にひょうたん瀬で各 1尾，4月 10日と 11日に利島周辺
海域で計4尾，4月8日�5月26日に大室出しで計10尾が再

捕された (Fig. 4)．
同年 3月 10�20日にかけて，三宅島で標識放流した 380

尾のマサバは，3月 17日�5月 16日にかけて放流場所周辺
で計10尾が再捕され，4月3日に利島周辺海域で1尾，4月
19日に新島瀬戸で各 1尾，4月 10日�6月 15日にかけて大
室出しで6尾が再捕されたが，渡り瀬のある銭洲海域での
再捕報告はなかった．3月10�28日にひょうたん瀬で放流
した164尾のマサバは，4月15日に利島周辺海域で1尾，4

月19日に新島瀬戸で1尾，4月3�26日に大室出しで計6尾
が再捕された．その後，7月13日に岩手県の定置網で1尾
が再捕された．3月25日に渡り瀬で放流した139尾のマサ
バは，4月 11日�5月 10日に大室出しで 5尾，4月 12日に
利島周辺で1尾，4月19日に高瀬で1尾が再捕された (Fig.

4)．
成熟過程

1月から 6月に伊豆諸島海域で漁獲されたマサバの雄 1246

尾と雌 1313尾の生殖腺重量と尾叉長から計算した日別雌
雄別平均KGの変化をみると，2月以降，雄の成熟が先行
し，雌の数値から見たピークは 3月中・下旬，6月上旬ま
で雄は 10，雌は 5以上の値を保った (Fig. 5)．次に宇佐美
(1969a) の方法によって算出したマサバ雌のKG階層別出現
率の推移をFig. 6に示す．KG2�5の個体の割合が50%を超
えたのは 1月 27日，産卵期の基準である平均KG5以上の
個体の割合が50%を上回ったのは2月18日であった．ピー
クは判然としないが 3月中・下旬から 4月上旬にKG10以
上の個体が増え，その後平均KG5以上の個体の割合が
50%を下回ったのは 6月 10日であった．このことから，
ひょうたん瀬での集群と最初の好漁があった2月上旬のマ
サバは，産卵期に入る前の段階である中熟期であり，2月
18日から6月10日が産卵期で，そのピークは3月中・下旬
から4月上旬であったと推定した．また，2月23日のひょ
うたん瀬における標識放流時に持ち帰ったマサバ 66尾の
平均KGは，雌が 5.4，雄が 7.2であり，放流群は産卵期に
入っていた（石井ほか，1991）．

考　察

漁場水温と漁況，黒潮流路変動の関係

漁期当初，マサバがひょうたん瀬に集群，500 kg・人�1・
夜�1を超える漁となったのは 2月上旬，水温は 16°C台前
半だった (Fig. 3)．この時期は年間の最低水温期であり，
漁場であるひょうたん瀬は黒潮流路からは離れているもの
の，16°C台の黒潮系暖水の影響を受けていた (Fig. 2)．そ
の後，ひょうたん瀬における漁獲量は，水温の上昇すなわ
ち暖水の勢力増強に伴い減少した．このことは，マサバは
2月上旬に漁場となったひょうたん瀬から，2月中・下旬
から3月上旬にかけて18°C以上の暖水が波及する間に他の
水域へ移動したことを示唆している．
次に漁場となった三宅島や渡り瀬では，漁場の継続期間
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Figure 3. Temporal changes in SST (solid symbols) and CPUE
(kg · person�1· day�1, open symbols) of Scomber japonicus in
each fishing ground.



は短かったが，3月中・下旬にかけて，20°C前後の暖水波
及に伴い漁獲量が急減した (Fig. 3)．この間の海況図を見
ると，黒潮流路が南東方向から三宅島，銭洲海域へ接近し
たために漁場水温が急上昇したことが分かる (Fig. 2)．こ
のような海況変化が両海域からのマサバの移動を引き起こ
したと考えられる．
続いて漁場となった利島周辺海域も含め，3月以降，

500 kg・人�1・夜�1を超える漁があったときは概ね 18�
20°Cの暖水が波及していた (Fig. 3)．漁期終盤に主漁場と
なった大室出しでは，暖水波及に伴う漁獲量の減少は顕著
ではなかったが，22°Cを超えた 6月 12日に漁獲の低迷が
あった (Fig. 3)．標本船調査の結果から，1990年漁期のマ

サバ狙いの操業はこの時点で終了しており，索餌北上回遊
がこの時期に起きたものと考えられた．このように伊豆諸
島海域におけるマサバの漁場間移動には，黒潮の流路変動
に伴う暖水波及が深く関わっていることが示唆された．
マサバの集群に適した水温と成熟

伊豆諸島海域へ産卵回遊したマサバの漁期当初の漁場は，
黒潮流路によって変化するが，大室出し，銭洲といった
200 m以浅の瀬を中心に形成される（鈴木ほか，1981）．上
述したように，2月上旬の漁期当初にマサバが集群した漁
場の水温と，3月以降，顕著に集群して好漁につながった
時の水温は異なり，前者は 16°C台，後者は 18�20°Cの間
であり，いずれも黒潮系暖水の水温である．このことは宇
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Figure 4. Results of tagging experiments of Scomber japonicus. Open, solid and double circles show the release site,
recapture site and recapture site near the release site, respectively. The date appended after solid circles indicate re-
lease date. The numbers in parentheses indicate the number of recaptured fishes. Asterisk indicates report from re-
capture outside Izu Islands.



佐美 (1969b, 1970, 1973) が指摘したマサバが集合する水温
の範囲内であるが，生殖腺熟度の観察結果から，2月上旬
に集群したマサバは中熟期，3月以降に集群したマサバは
産卵期に当たり，異なる成熟段階にあること分かった．
これらのことから，KG5以上の個体の割合が 50%に達

するまで，つまり中熟期以前の段階では，マサバは最低水
温期でも黒潮系暖水の影響下にある水温 16°C台の瀬に集
群するが，成熟が進み産卵期に入ると集群に適した水温が
18�20°Cの間にシフトし，周辺海域の水温が低い場合に移
動を開始し，産卵に好適な水温である黒潮系暖水域に行き
着くことが示唆された．さらに 1990年漁期終盤に見られ
た大室出しへの 22°Cを超える暖水波及後の漁獲の低迷と
マサバ漁の終了および産卵期の終わりの時期が一致してい
た．このことは，18�20°Cの水塊がマサバの集群，すなわ
ち産卵に適する水温であること，漁期終盤においては，こ
れを超える 22°C台への昇温をもたらす暖水波及が産卵期
の終わりと索餌北上回遊の開始を促している可能性を示し
ている．

Takasuka et al. (2008) は，1978年から2007年の日本沿岸
で行われた卵稚仔プランクトン調査の結果を元に，卵と仔
魚が出現した海域の水温を解析し，さば類の産卵に最適な
水温は約 18°Cであると推定した．このことは本研究の結
果と一致しているが，この解析ではマサバとゴマサバを分
けておらず，今後，両種の産卵最適水温を明らかにする必
要がある．
標識放流結果から見た1990年漁期の伊豆諸島海域におけ
るマサバの漁場間移動

ひょうたん瀬でマサバの標識放流を行った2月23日はマサ
バが産卵期に入った直後であり，ひょうたん瀬から他の漁
場へマサバが移動した時期であるとみられる．その後この
放流群は，三宅島，渡り瀬，ひょうたん瀬，利島周辺から
大室出しの順に再捕されたことから，2月中・下旬以降
ひょうたん瀬から三宅島へ移動した後，黒潮の接岸に伴う
20°C前後への暖水波及が引き金となり，順を追って漁場
間を移動した可能性が示唆された．
一方，3月10�20日の三宅島，3月10日，28日のひょう
たん瀬，3月25日の渡り瀬での標識放流魚は，放流場所周
辺と索餌北上後の岩手県の定置網からのものを除けば，い
ずれも高瀬，利島周辺，大室出しといった，放流場所の北
側に位置する伊豆諸島北部海域で再捕された．特に，三宅
島で2月中旬のひょうたん瀬での放流魚が再捕された時期
に行われた標識放流では，渡り瀬での再捕はなかった．こ
のことは，2月中・下旬以降にひょうたん瀬から三宅島へ
移動したマサバが渡り瀬へ移動したのではなく，ひょうた
ん瀬から三宅島および渡り瀬に移動したことを示唆する．
生殖腺の観察から，3月中・下旬は産卵期のピークにあた
ることから (Fig. 5)，三宅島，渡り瀬での集合密度は高
かったものと考えられるが（宇佐美，1973），黒潮流路の
接岸による水温上昇によって産卵に適さなくなり，マサバ
は産卵を継続するためにより水温が低く，産卵に適する水
温域である北部海域へ移動したものと考えられる．
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